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1
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ゴ
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画
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、
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一
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ア
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グ
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ソ
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。
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｣
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。
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、
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れ
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)
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表

さ

れ
、
中
国

・
日
本

・
チ
ベ

ッ
ト
の
干
支
と

一
致
す

る
が

、

チ
ベ

ッ
ト
と

モ
ン
ゴ

ル
で
は
、

一
〇

二
七
年
を
起
点

と
し

て
何
番
目

の
六
〇
年

干
支

で
あ

る
か
を
も
表
記

す

る
と

こ
ろ
が
中

国
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日
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な

る
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ぞ
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｣
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た
る
。
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は
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の
満
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欠
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従

っ
て
朔

(新

月
)

と

と
も

に

一
ヵ
月
が
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ま
る
。
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大

の
月
｣

は
三

〇

日
、

｢小

の
月
｣

は

二
九
日
、

一
年

は

=

一
ヵ
月

で
三
五
四
日
と
な
り
、

不
足
し
た

日
数

は
六
五

ヵ
月
あ

た
り
二
回

の

閏

月
を
挿
入
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
調
整

さ
れ

る
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